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10 ディアギュラウイルスの関与を疑う牛異常産の発生 
ならびに県内分離株の分子疫学的考察 
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ディアギュラウイルスはレオウイルス科オル

ビウイルス属のウイルスで、パリアムウイルス

群に分類される。 パリアムウイルス群にはチュ

ウザン病の原因であるチュウザンウイルスも存

在し、血清学的に若干の中和交差性を示すこと

が確認されている１）。 

本ウイルスはヌカカによって媒介されるアル

ボウイルスの一種であり、 過去には 2001年か

ら 2002年にかけて本県を含む九州地方で本ウイ

ルスの流行および関与を疑う牛異常産が複数確

認されている２、３、４、５）。 

今回、本県において 17年ぶりに本ウイルスの

関与を疑う牛異常産が確認されたとともに、ア

ルボウイルス動態調査において県下で本ウイル

スの流行が確認され、おとり牛から分離された

DAGV について血清学的および分子学的調査を行

った結果、若干の知見が得られたのでその概要

を報告する。 

 

１ 異常産の発生状況 

症例１の発生は 2019年２月、黒毛和種繁殖農

場における死産で、子牛には眼球混濁が認めら

れた。症例２の発生は同年３月、10 日齢の黒毛

和種子牛が出生時より起立不能や盲目、神経症

状を呈した。症例３の発生は同年２月、ホルス

タイン種の子牛１頭が起立異常、旋回、盲目を

呈し、33 日齢で病性鑑定が実施された。なお、

症例１および２の母牛には異常産４種混合ワク

チンが接種されており、症例３の母牛は異常産

ワクチン未接種であった（表－１）。 

 

 

２ 材料および方法 

１）病性鑑定 

各異常産子の臓器・器官、体液、胎盤、母子

および同居牛血清を用いて、解剖、病理組織学

的、細菌学的およびウイルス学的検査を実施し

た。病理組織学的検査では定法に従い HE染色を

実施した。細菌学的検査は定法に従って分離検

査を実施した。ウイルス分離検査は HmLu-１およ

び BHK21 細胞に接種後、37℃静置培養で３代継

代を実施した。ウイルス遺伝子検査では、旧シ

ンブ血清群、パリアムウイルス群、ブルータン

グ、伝染性出血熱（EHD）および牛ウイルス性下

痢（BVD）ウイルスの特異遺伝子を検出する

RT-PCR を実施した。ウイルス抗体検査では、ア

カバネ（AKA）、アイノ（AIN）、ピートン（PEA）、

チュウザン（CHU）、イバラキ（IBA）、DAG、シ

ャモンダ（SHA）、牛ヘルペスウイルス１型（BHV

１）および BVD ウイルスに対する中和試験を実

施した。 

２）アルボウイルス動態調査 

調査対象は県内６地域 22戸の未越夏牛 75頭で、

６月から 11月にかけて採材された各材料につい
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て、図－１に示す方法で抗体検査、分離および

遺伝子検査を実施した。さらに、９月調査時に

分離された３地域の分離株３株を用いて、パリ

アムウイルス群の血清型を規定する中和抗原 VP

２をコードするゲノム分節２の塩基配列決定お

よび分子系統樹解析を行い、分離ウイルスの同

定および県内分離株の相同性確認、ならびに同

時期に鹿児島県で分離された DAGV 株や過去の

DAGV株との相同性比較を行った（図－２）。 

 

 

 

３ 検査成績 

１）病性鑑定成績 

解剖所見：全症例に共通して大脳欠損が認めら

れた。その他、症例１では眼球混濁と脳脊髄液

増量、症例２ではリンパ節腫脹、症例３では脳

脊髄液増量が認められた（表－２）。 

 

 

組織所見：症例１では、小脳髄質に石灰沈着が

認められた（写真－１）。 

 

症例２では、小脳におけるプルキンエ細胞の

変性・脱落および大脳線条体におけるグリア細

胞の集簇が極わずかに認められた（写真－２）。 

 

症例３では大脳線条体において神経食現象と

石灰沈着が極わずかに認められ、間脳において

石灰沈着が散見された（写真－３）。 
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細菌学的検査成績では全症例で菌分離陰性で

あった。 

ウイルス学的検査ではウイルス分離および遺

伝子検査全症例すべて陰性であった。 

ウイルス抗体検査では、症例１において母牛

血清および死産胎子体液中に DAGV および CHUV

抗体が検出され、DAGV 抗体のほうがより高い抗

体価を示した。症例２および３では、農場内に

おける DAGVの浸潤が確認された（表－３）。 

以上の臨床所見および各種検査成績に加え、

感染推定時期である９月と県内における DAGV流

行時期が一致することを踏まえ、３症例は DAGV

の関与を疑う牛異常産と診断された。 

 

２）アルボウイルス動態調査 

抗体検査成績：９月から 11月にかけて、対馬を

除く県下で DAGVの抗体陽転が確認され、その最

終陽転率は 31.9％であった。また、11月調査時

には DAGV 抗体陽転牛において CHUV の抗体陽転

も認められたが、その抗体価は DAGVのものと比

較して低かった（表－４）。 

 

 

遺伝子検査成績：血球および血漿を用いた

RT-PCR の結果、スライドに黄色で示す４地域に

おいて、９月および 11 月採材の血球材料 19 検

体から DAGV特異遺伝子が検出された（表－５）。 

 

 

ウイルス分離成績：DAGV 特異遺伝子が検出され

た 19 検体のうちスライドに示す 13 検体につい

ては、ウイルス分離検査において、HmLu-１細胞

接種の２代目に細胞変性効果が認められ、培養

上清から DAGV特異遺伝子が検出された。なお、

農場１の２頭においては、９月と 11月の両方で

ウイルスが分離された（表－６）。 
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図－３に、調査成績をもとにした DAGV浸潤状

況と、異常産事例のプロット図を示す。県下の

広範囲で本ウイルスの流行が確認され、流行確

認地域内の３か所において本ウイルスの関与を

疑う牛異常産が確認された。 

 

 

遺伝子解析結果：分離株３株の塩基配列は完全

に一致し、同じ由来のものであることが確認さ

れた。さらに、分離株と既知の DAGV株との相同

性をみた結果、分離株の塩基配列は同時期に鹿

児島県において分離された株と 99.84％の相同

性を示し、2001 年の鹿児島分離株とは、塩基配

列で 97.17％、アミノ酸配列で 99.52％の相同性

を示した。以上の結果から、分離ウイルスは DAGV

と同定された（表－７）。 

 

 

図－４に、分離株のゲノム分節２の部分配列

に基づく分子系統樹を示す。この系統樹では、

各ウイルス株の抗原性を反映した分岐をみるこ

とができる。分離ウイルスは 2018年鹿児島分離

株と最も近縁であり、次いで、2001 年鹿児島分

離株とも近縁であった。 

 

 

さらに、アルボウイルス動態調査で基準株と

して用いた DAGV KY115 株ならびに CHUV C31 株

と、分離株との血清学的交差性を確認した結果、 

KY115株と分離株はほぼ同等の抗体価であり、 

CHUV とは、交差性はあるものの明らかに抗体価

に差があることが確認された（表－８）。 
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４ まとめおよび考察 

今回、大脳欠損を伴う死産症例において本ウ

イルスの関与が確認されたことから、既報の神

経症状等を伴う出生子牛のほかに死産の病態も

起こりうることが明らかとなった。 

また、おとり牛２頭の血球からは 42日間にわ

たりウイルスが分離されたことから、DAGV は抗

体存在下でも長期間生存可能ことが確認され

た。また、遺伝子解析の結果、分離株は 2018年

鹿児島分離株と非常に高い相同性を示したこと

から、同じ由来である可能性が示唆された。さ

らに、抗原性を規定する遺伝子領域において、

分離株と 2001年鹿児島分離株は高い相同性を示

し、中和試験において分離株と CHUVは血清学的

交差性があるものの、抗体価には明らかな差が

あることが確認された。このことは、2001 年鹿

児島分離株と類似した結果であり４）、分離株は

2001 年鹿児島分離株と類似の抗原性を持つもの

と考えられた。 

 本ウイルスの関与を疑う牛異常産について

は、異常産からのウイルス分離事例がなく、初

乳未接種子牛での抗体確認が難しいなどの理由

から、ウイルスの関与を確定できた事例が非常

に少なく、牛異常産への影響についても不明な

部分が多いのが現状である。関連究明のために

は、ウイルスの動態把握や症例データの積み重

ねが重要であることから、今後も本ウイルスの

動態を注視し、異常産への関連究明に努めたい。 

 

最後に、今回の病性鑑定に関し多大なるご助

言を賜るとともに、分離株の同定・解析を実施

していただきました、農研機構 動物衛生研究

部門 越境性感染症研究領域の梁瀬徹先生、白

藤浩明先生に深謝いたします。 
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